
基
本
を
守
っ
て
交
通
事
故
防
止

●
庄
原
市
内
の
交
通
事
故
の
特
徴

　
■
単
路
で
の
事
故
が
多
発

　

全
交
通
事
故
の
54
％
が
単
路
（
一
本
道
）

部
分
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
交

差
点
で
多
く
発
生
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
直
線
か
カ
ー
ブ
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
最
も
多
く
発
生
し
て
い
る
の
は

単
路
部
分
で
す
。

　

単
路
に
次
い
で
多
く
発
生
し
て
い
る
の
が

駐
車
場
内
で
す
。
全
事
故
の
31
％
が
駐
車
場

内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
■
単
独
衝
突
が
多
発

　

全
事
故
の
54
％
が
単
独
衝
突
事
故
で
す
。

次
い
で
多
い
の
が
出
会
い
頭
衝
突
と
追
突
事

故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

運
転
者
が
運
転
す
る
際
の
基
本
的
注
意
事

項
で
あ
る
前
方
注
視
と
、
道
路
状
況
に
応
じ

た
安
全
な
速
度
で
進
行
す
る
こ
と
を
守
れ

ば
、
避
け
ら
れ
る
事
故
で
す
。

●
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
運
転
中
は
常
に
注
意
力
を
保
っ
て
前
方
注

視
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
運
転
す
る
。

・
長
時
間
の
運
転
と
な
る
場
合
は
、
適
宜
休

憩
を
と
る
。

・
体
調
が
悪
い
と
き
の
運
転
は
控
え
る
。

・
安
全
な
速
度
で
走
行
す
る
。

※
制
限
速
度
が
指
定
さ
れ
て
い
る
道
路
で

あ
っ
て
も
、
場
所
に
よ
っ
て
は
そ
の
速
度
が

安
全
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
カ
ー
ブ
、
坂
道
と

い
っ
た
道
路
形
状
、
積
雪
や
雨
な
ど
の
路
面

状
況
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者
の
通
行
状
況
、

特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
が
い
た
場
合
な
ど
、

周
囲
の
交
通
状
況
に
よ
っ
て
も
安
全
な
速
度

は
変
わ
り
ま
す
。

●
交
通
規
則
を
守
る
の
は
最
低
限
の
ル
ー
ル

　

信
号
、
一
時
停
止
、
横
断
歩
行
者
の
保
護

な
ど
は
絶
対
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
の
原
因
と
な
る
悪

質
・
危
険
な
犯
罪
で
す
。
飲
酒
運
転
に
よ
る

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
に
、
一
人

一
人
が
飲
酒
運
転
を
「
し
な
い
」「
さ
せ
な

い
」「
ゆ
る
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
識
を

持
ち
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
取
り
組
み
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

庄
原
警
察
署　
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庄原市内の交通事故発生状況
（平成 26年５月末現在）

人傷事故 34 件（＋６）
死者 ２人（＋１）
負傷者 51 人（＋ 12）
物損事故 ３２１件（－ 31）
※（　）は前年同期比

　

寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
を
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

手
続
き
な
ど
は
、
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

係
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
、
市
内
の
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金
（
前
期
分
）

◆
支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
次
の
要
件
全
て

に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、
平
成
26
年
２
月
１

日
～
７
月
31
日
の
間
、
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
同
居
家
族
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
人

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人

③
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
人

◆
支
給
額　

在
宅
で
介
護
し
た
月
数
に
応
じ

て
月
額
５
千
円
。（
医
療
機
関
、
介
護
保
険

施
設
な
ど
に
月
の
初
日
か
ら
終
わ
り
ま
で
入

院
、
入
所
し
て
い
た
月
は
除
く
）

◆
申
請
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
21
日
㈭

◆
支
給
時
期　

　

９
月
下
旬
に
、
ご
指
定
の
口
座
へ
振
り
込

み
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
特
別
慰
労
金

◆
支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
申
請
書
の
提

出
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
、
次

の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

　

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金
の
要
件
に

加
え
て
、
原
則
１
年
間
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
な
か
っ
た
人
で
、
申
請
書
の
提

出
年
度
の
市
民
税
が
世
帯
非
課
税
の
人

◆
支
給
額

在
宅
高
齢
者
一
人
に
つ
き
、
年
額
10
万
円
。

◆
申
請
お
よ
び
支
給
の
時
期

随
時
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
か
っ
た

期
間
が
１
年
間
に
達
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
以
内
に
申
請
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
な
ど
の

確
認
印
が
必
要
）

②
口
座
振
替
依
頼
書
（
す
で
に
提
出
し
て
い

る
方
は
不
要
）

③
印
鑑

※
①
、
②
は
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係
、

各
支
所
市
民
生
活
室
保
健
福
祉
係
、
市
内
の

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係
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ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

高
齢
者
の

在
宅
介
護
を

支
援
し
ま
す

  　広報しょうばら｜２０１４．７月号｜ 14


